
「
玉
機
微
義
』
は
明
初
の
洪
武
二
十
一
年
二
三
八
八
）
に
劉
純

が
著
し
た
全
五
十
巻
か
ら
成
る
医
方
集
で
あ
る
。
こ
の
言
は
以
後

の
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
伝
統
医
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

す
な
わ
ち
中
国
で
は
明
清
代
に
お
よ
そ
一
○
回
に
わ
た
り
翻
刻
さ

れ
、
朝
鮮
で
は
銅
活
字
本
が
組
ま
れ
、
日
本
で
は
慶
長
十
年
（
一
六

○
五
）
に
早
く
も
古
活
字
版
が
出
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
も

古
活
字
版
、
そ
し
て
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
そ
の
覆
刻
整
版

が
開
彫
さ
れ
た
。
本
書
は
わ
が
国
後
世
方
派
の
開
祖
で
あ
る
曲
直

瀬
道
三
が
最
も
よ
く
研
究
し
た
害
で
、
そ
の
手
校
本
が
現
存
し
、

『
啓
迪
集
』
に
お
い
て
は
『
医
学
正
伝
』
と
並
ぶ
高
引
用
率
を
示

し
て
い
る
。
曲
直
瀬
玄
朔
が
慶
長
十
年
版
の
識
語
に
「
玉
機
微
義

者
先
師
一
溪
翁
所
最
重
之
害
也
」
と
述
べ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

演
者
ら
は
現
代
日
中
伝
統
医
学
に
お
け
る
薬
物
運
用
の
歴
史
的
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「
玉
機
微
義
」
に
お
け
る
薬
物
の
使
わ
れ
方

○
原
田
俊
介
・
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠

背
景
を
、
今
後
具
体
的
な
手
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
「
玉
機
微
義
』
今
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
」

所
収
寛
文
四
年
版
）
を
試
料
に
採
り
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る

こ
と
と
し
た
。
同
書
は
前
代
、
と
り
わ
け
宋
金
元
医
方
（
明
医
方
を

交
え
な
い
）
の
集
約
で
あ
り
、
前
述
の
ご
と
く
日
本
の
後
世
方
医
学

の
基
盤
を
な
す
言
で
、
し
か
も
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
医
籍
（
引
用
文

献
）
を
明
記
す
る
と
い
う
他
に
み
ら
れ
な
い
特
点
を
兼
備
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
明
初
に
お
け
る
医
方
、
そ
し
て
日
本
後
世
方
の

始
点
を
調
査
す
る
う
え
で
こ
れ
ほ
ど
良
好
な
サ
ン
プ
ル
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

ま
ず
「
玉
機
微
義
」
の
構
成
要
素
を
示
す
も
の
と
し
て
、
引
用

率
の
高
い
書
か
ら
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
『
和
剤
局
方
」

二
一
二
）
、
②
『
三
因
方
」
（
二
八
）
、
③
李
東
垣
の
書
二
一
四
）
、

④
張
仲
景
の
書
（
八
六
）
、
⑤
朱
丹
渓
の
言
（
八
二
）
、
⑥
「
厳
氏
済

生
方
」
（
七
五
）
、
⑦
劉
完
素
の
害
（
七
○
）
、
⑧
『
黄
帝
内
経
」
（
六

六
）
、
⑨
王
好
古
の
書
（
六
六
）
、
⑩
『
小
児
薬
証
直
訣
」
（
四
八
）
、

⑪
張
子
和
の
害
（
四
六
）
、
⑫
「
衛
生
宝
鑑
」
（
四
五
）
、
⑬
「
機
要
（
不

詳
）
」
（
四
五
）
、
⑭
張
元
素
の
書
（
三
三
）
、
⑮
『
脈
経
」
（
三
三
、

⑯
「
本
事
方
」
（
二
六
）
、
⑰
陳
自
明
の
害
（
二
四
）
、
⑱
『
千
金
方
」
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（
一
二
）
、
以
下
略
。
こ
れ
ら
は
医
論
も
含
む
引
用
文
献
で
、
「
玉
機

微
義
」
が
未
～
元
の
医
書
を
中
心
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。次

に
「
玉
機
微
義
』
所
載
の
総
計
一
二
○
三
処
方
が
い
か
な
る

生
薬
よ
り
構
成
さ
れ
、
い
か
な
る
医
方
害
に
由
来
す
る
か
を
解
析

し
た
。
処
方
を
構
成
す
る
生
薬
を
頻
用
回
数
の
多
い
順
か
ら
挙
げ

れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
甘
草
類
（
四
八
一
）
、
②
当
帰
類
三
四

六
）
、
③
尤
類
（
二
二
七
）
、
④
附
子
烏
頭
類
（
一
二
三
）
、
④
扶
苓
類

（
一
二
○
）
、
⑤
人
参
（
二
○
四
）
、
⑥
半
夏
類
二
八
五
）
、
⑦
桂
枝

類
（
一
八
四
）
、
⑧
弓
薬
類
（
一
八
三
）
、
⑨
陳
皮
類
（
一
八
○
）
、
⑩

薑
類
（
一
六
六
）
、
⑪
黄
苓
（
一
五
七
）
、
⑫
地
黄
類
（
一
四
七
）
、
⑬

川
言
類
二
三
八
）
、
⑭
木
香
類
二
三
一
）
、
⑮
防
風
（
一
三
○
）
、

⑯
大
黄
（
二
六
）
、
⑰
黄
耆
類
二
一
三
）
、
⑬
黄
連
類
、
⑲
柴
胡

類
（
二
○
）
、
⑳
兎
活
二
○
一
）
、
⑳
升
麻
（
一
○
○
）
、
以
下
、

青
皮
、
厚
朴
、
麻
黄
、
蜜
香
、
細
辛
、
枳
殼
、
丁
香
、
桔
梗
、
犢

榔
、
杏
仁
、
黄
柏
、
枳
実
、
天
南
星
、
沢
潟
、
白
正
、
知
母
、
麦

門
冬
、
荊
芥
、
石
膏
、
殊
砂
、
巴
豆
、
五
味
子
、
乳
香
、
牽
牛
、

葛
根
、
明
蓉
、
乾
蜴
、
連
麺
、
面
香
、
桑
白
皮
、
三
稜
、
呉
茱
萸
、

軽
粉
、
神
麺
、
独
活
、
滑
石
、
桃
仁
、
砂
仁
、
天
麻
な
ど
（
三
○
以

上
）
と
続
く
。
こ
れ
ら
は
張
仲
景
の
古
方
の
基
本
線
は
あ
る
程
度
引

継
ぐ
も
の
の
、
古
方
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
生
薬
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
、
唐
以
降
、
こ
と
に
宋
～
元
の
生
薬
使
用
傾
向
の
特

徴
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
桂
枝
類
に
は

桂
枝
・
桂
・
桂
心
・
肉
桂
・
官
桂
・
中
桂
、
甘
草
に
は
炎
・
生
・

熱
・
屑
、
当
帰
に
は
身
・
尾
・
梢
・
川
当
帰
、
扶
苓
に
は
白
・
赤
・

扶
神
、
苛
薬
に
は
白
・
赤
な
ど
の
別
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
出
典
を

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
薬
の
部
位
・
修
治
・
属
・
産
地
な
ど

の
選
別
に
よ
る
薬
材
学
の
由
来
、
展
開
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

上
記
の
分
析
デ
ー
タ
は
す
で
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
・
処
理
済
で

あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
論
文
発
表
に
及
び
た
い
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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